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 要  旨 
物体の周りの流れには工学的な課題性があり、文献でもしばしば見ることができる。物体の背後に
渦が放出される現象は古くから知られており、単一物体の周りの流れから２物体、３物体などの複数
物体の周りの流れまで数多くの研究が行なわれている。とりわけ複数物体の周りの流れについては、
物体の形状や複数物体の配置から影響を受けることによって時間的・空間的に変動し、その一方で
は、流体力による物体に対する作用も時間的・空間的に変動する。このような点から、複数物体とそ
の周りの流れの相互の影響は工学的に注目されるところがある。 
複数物体の周りの流れの特性を知るための手がかりは、単一物体等と同様、物体よりも下流で形
成される渦を含む流れの変化である。実際に視覚的に観察される渦は、速度ベクトルの回転として
定義されることから、流れ場の可視化情報として速度ベクトルの分布を調べることは妥当な方法であ
る。一方では、このような複数物体の周りの流れの特性の変動について定量的に調べることも必要
である。このような点では、流体機械等の内部流れの状態を解析可能とするようなＣＦＤすなわち数
値シミュレーションが有用な方法である。また、ＣＦＤ数値シミュレーションには、実際、このような課題
に取り組むためのアプローチとしての応用に多様性がある。 
それゆえ、この論文では、数値シミュレーションの手法を用いて、直交流中で縦３列横３列に正方
配列された円柱群の周りの流れ場の解析を行なっている。 
なお、この論文では、この数値シミュレーションの取組みは、格子生成、支配方程式の数値計算、
数値解析の３つ章で述べられている。 
格子生成は解析空間を離散化するためのプロセスであり、第２章にまとめられている。この論文で
はＬ型格子を用いているが、マッピング平面を用いて格子生成することによりその計算格子の改善を
図っている。 
支配方程式の数値計算は、流れ場を記述する支配方程式の解を得るためのプロセスであり、第３
章にまとめられている。流れ場は２次元・非定常・非圧縮性・粘性流れ、支配方程式は連続方程式
およびＮａｖｉｅｒ-Ｓｔｏｋｅｓ方程式であり、数値解法にはＭＡＣ法を用いている。特に、マッピング平面
を用いて生成された格子に適合可能にしている。なお、計算で使用した円柱群の直径ピッチ間隔
比Ｓ/Ｄは１.３、Ｒｅは４９８１である。 
数値解析は、流れ場の全部または一部の流体現象を定性的または定量的に調べるために行な
う。これは、第４章にまとめられている。円柱群の周りの流れ場では、円柱の背後の定在渦の存在、
円柱群の背後での主流の外側からの巻き込み、下流側の外側２円柱の背後で小さな交互渦の放
出、および円柱群の隙間流路出口からの流れの発達を見ることができ、これをもとに、いくつかの結
論を得た。 
 
 
